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議員提出第８号議案 
 
 いのち輝く人生のため「人生会議」を推進する条例制定の件 
 
 いのち輝く人生のため「人生会議」を推進する条例を次のように

定める。 
 
 



大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

 
 

 

い
の
ち
輝
く
人
生
の
た
め
「
人
生
会
議
」
を
推
進
す
る
条
例 

先
進
国
で
も
類
を
見
な
い
人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
に
直
面
す
る
中
、
生
涯
を
通
じ
て
輝
き

な
が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
の
実
現
は
、
府
民
共
通
の

願
い
で
あ
る
。 

自
分
ら
し
い
豊
か
な
人
生
を
全
う
す
る
上
で
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
本
人
の
意
思
で
あ
り
、

「
終
活
」
や
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
（
事
前
指
示
書
）
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
ご
ろ
か

ら
医
療
・
ケ
ア
の
選
択
に
つ
い
て
事
前
に
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る

が
、
認
知
機
能
の
低
下
や
重
篤
な
病
態
等
で
意
思
表
示
で
き
な
い
状
況
で
は
、
医
療
や
ケ
ア
を

す
る
人
々
に
自
分
の
希
望
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
人
生
の
最
終
段
階
に
至
る
ま
で
の
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
前
も

っ
て
考
え
、
家
族
・
友
人
な
ど
信
頼
す
る
人
た
ち
や
医
療
・
ケ
ア
に
関
わ
る
専
門
職
と
、
思
い

が
変
化
す
る
た
び
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
そ
の
内
容
を
記
録
と
し
て
残
し
、
共
有
す
る
「
人

生
会
議
」
の
取
組
や
普
及
啓
発
が
大
切
で
あ
る
。 

本
府
が
掲
げ
る
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
に
お
い
て
、
全
世
代
が
い
の
ち
に
つ
い
て
深
く

考
え
、
全
て
の
府
民
が
い
の
ち
輝
く
人
生
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
大
阪
府
を
め
ざ
し
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
府
、
市
町
村
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関
が
連
携
協
力
し
、
人
生
会
議

に
関
す
る
普
及
啓
発
を
広
く
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
府
民
の
理
解
を
深
め
、
本
人
の
意
思
に

よ
り
人
生
会
議
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
関
係
機
関
」
と
は
、
医
療
機
関
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

診
療
所
を
い
う
。
）
、
老
人
福
祉
施
設
等
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三

号
）
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
並
び
に
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
に

掲
げ
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
人

生
会
議
に
関
係
す
る
機
関
、
施
設
等
を
い
う
。 

（
普
及
啓
発
の
推
進
等
） 

第
三
条 

府
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
の
手
段
に
よ
り
、
広
く
府
民

に
対
し
て
人
生
会
議
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

府
は
、
前
項
の
普
及
啓
発
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
点
に
留
意
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

人
生
会
議
は
、
本
人
の
主
体
的
な
意
思
に
よ
り
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
取
組
を
行
う

又
は
行
わ
な
い
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。 

二 

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
誰
も
が
日
常
的
に
話
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
、
知
り
た
く
な
い
、
考
え
た
く
な
い
な
ど
、
各
人
の
意
思
に
つ
い
て
十

分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

３ 

府
は
、
人
生
会
議
に
つ
い
て
、
若
者
世
代
へ
の
理
解
促
進
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が



み
、
児
童
及
び
生
徒
に
対
し
、
府
立
学
校
、
市
町
村
立
学
校
、
私
立
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連

携
し
、
第
一
項
の
施
策
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

４ 
府
は
、
人
生
会
議
の
普
及
啓
発
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
の
効
果
等
を
勘
案
し
、
適
宜
、
施

策
の
見
直
し
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
人
材
の
育
成
） 

第
四
条 

府
は
、
地
域
に
お
け
る
人
生
会
議
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、
市
町
村
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関
の
職
員
等
に
対
し
、
知
識
の
習
得
、
理
解
の
促
進
の

た
め
の
研
修
等
必
要
な
取
組
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
市
町
村
に
対
す
る
支
援)

 

第
五
条 

府
は
、
地
域
に
お
け
る
人
生
会
議
の
普
及
啓
発
に
関
し
て
積
極
的
な
取
組
を
行
う
市

町
村
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
市
町
村
等
の
役
割
等
） 

第
六
条 

市
町
村
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関
は
、
府
が
実
施
す
る
人
生
会
議
に
関
す
る
普
及
啓

発
に
連
携
協
力
す
る
と
と
も
に
、
各
々
創
意
工
夫
し
た
人
生
会
議
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行

う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

関
係
機
関
は
、
本
人
や
本
人
を
身
近
で
支
え
る
家
族
等
に
対
し
、
人
生
会
議
に
関
す
る
適

切
な
情
報
を
提
供
す
る
等
の
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
普
及
啓
発
の
目
標
等
） 

第
二
条 

府
は
、
人
生
会
議
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
実
施
状
況
並
び
に
府
民
へ
の
普
及
状
況
に

関
す
る
具
体
的
な
目
標
及
び
そ
の
達
成
の
時
期
に
つ
い
て
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
速
や
か
に

検
討
し
、
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

(

こ
の
条
例
の
見
直
し)

 

第
三
条 

府
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
規
定
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
こ
の
条
例
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

   



提 案 理 由 
 
先進国でも類を見ない人口減少、超高齢社会に直面する中、生涯

を通じて輝きながら暮らし続けることのできる「いのち輝く未来社

会」の実現は、府民共通の願いである。 
自分らしい豊かな人生を全うする上で最も優先されるべきは本

人の意思であり、「終活」やリビング・ウィル（事前指示書）への

関心が高まっている。日ごろから医療・ケアの選択について事前に

意思表示をしておくことが重要とされているが、認知機能の低下や

重篤な病態等で意思表示できない状況では、医療やケアをする人々

に自分の希望を伝えることが難しい状況である。 
そのため、人生の最終段階に至るまでの医療・ケアについて、自

分自身で前もって考え、家族・友人など信頼する人たちや医療・ケ

アに関わる専門職と、思いが変化するたび、繰り返し話し合い、そ

の内容を記録として残し、共有する「人生会議」の取組や普及啓発

が大切である。 
本府が掲げる「いのち輝く未来社会」において、全世代がいのち

について深く考え、全ての府民がいのち輝く人生を送ることのでき

る大阪府をめざし、本条例を制定するもの。 
 
 


